
ドル円為替レートの超長期推移（1971年～現在） 

1971 年以降のドル円レートの超長期チャートです。（細かい内容は下段の 10 年ごとに区切ったチャートで確認してください） 

 

• 1816 年～1914 年：金本位制で英ポンドが基軸通貨 
• 1949 年 4 月：1 ドル=360 円の固定レートを設定 
• 1971 年 4 月：1 ドル=360 円の固定レートが終了 
• 1971 年 8 月：ニクソンショックで金ドル本位の固定相場が崩壊 
• 1973 年 2 月：ドル円レートが完全変動相場制に移行 
• 1985 年 9 月：プラザ合意により円が急伸 
• 1995 年 4 月：1 ドル＝79.75 円まで円高ドル安が進んだ（ただし、下記の通り約 3 年後には 147 円台まで円安が進んだ） 
• 1997 年 7 月：アジア通貨危機が発生。その影響で円安が進み、1998 年 8 月には 1 ドル=147.66 円まで円安ドル高が進んだ 
• 1998 年 8 月：ロシア危機が発生。その影響で 1998 年 10 月には 1 ドル＝115 円前後まで円高ドル安が進んだ【初のリスクオ

フによる円高】 
• 2011 年 10 月：1 ドル=75.32 円と円が過去最高値をつけた（リーマンショック後に米国が日本に先んじて量的金融緩和を積極

化させたことが主な要因） 
• 2012 年 12 月：第 2 次安倍内閣が発足、2013 年 4 月には日銀総裁に黒田氏が就任し、大規模金融緩和を開始したことで、円

安・ドル高トレンドに転換 
• 2022 年 10 月：米金利上昇の影響により、1 ドル＝151 円台と 32 年ぶりの水準まで円安が進んだ 

 
出典： 
ドル円レート長期推移 1971 年～（チャートと変動要因の解説で歴史を確認） - ファイナンシャルスター (finance-gfp.com) 
https://finance-gfp.com/?p=3008 
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ドル円為替チャートと変動要因（2010 年代・2020 年代）【1 ドル＝75.32円の過去最高値から 151 円台へ】 

※2020 年以降のデータもこちらに追加しています 

 

• 第 2 次安倍政権が誕生する 2012 年後半まではリーマンショック以降の円高トレンドが継続していた 
• 2011/3/11 に発生した東日本大震災による影響もあり、2011 年 10 月 31 日にはドル円の過去最高値となる 1 ドル＝75 円 32

銭まで円高が進んだ（リスクオフによる円高に加え、生損保が保険金支払いの為、外貨資産を売却するという報道もあった） 
• この円高ドル安局面において、米国はインフレ率が 2％～3％あるにも関わらず、ゼロ金利政策を行ったことで実質金利が大幅な

マイナス圏で推移していた。日本もゼロ金利政策を導入していたがデフレ（マイナスのインフレ率）であった為、相対的に実質金利

が高止まりした。これが超円高の最も大きな原因と考えられる。【日米実質金利差はこちらを参照：為替レートの予想・分析は実

質金利差・購買力平価を活用】 
• 2012 年 12 月に第 2 次安倍政権(アベノミクス)が発足したことと、2013 年 4 月に日銀総裁に黒田氏が就任（黒田バズーカー）し

たことで日本も大規模な量的金融緩和を開始し円安ドル高トレンドとなった（日銀は 2％のインフレ目標も導入：日銀はなぜ 2％の

インフレを目標とするのか？理由は円高トレンド是正と財政再建） 
• 2015 年 6 月 5 日には 1 ドル＝125 円 84 銭まで円安が進んだ 
• 2016 年の前半は急激な円高が進んだが、これは米国の利上げが予想より進まないとの思惑が要因であったと考えられる。（イン

フレ率はある程度上昇しているにもかかわらず利上げが遅れると実質金利が大きくマイナスとなり通貨安要因となる） 
• 2016 年 6 月 24 日には 1 ドル＝99 円まで円高が進んだ 
• 2016 年 11 月のトランプ大統領就任により米国長期金利上昇をきっかけとして円安ドル高が進んだ。1 ドル＝100 円前後から 1

ドル＝117 円前後まで円安が進んだ。 
• 2017 年～2019 年は概ね 1 ドル＝110 円を挟んだ動きとなり、3 年連続で低いボラティリティ（変動率）となった 
• 2020 年 2 月以降、新型コロナウイルスの影響によりマーケットがリスクオフとなる中、FRB は 2 度の緊急利下げを行った。2020

年 3 月 3 日に 0.5％、2020 年 3 月 15 日に 1％の緊急利下げを行い、FF 金利の誘導目標は 0％～0.25％とゼロ金利政策が

復活した。この間、米国 10 年国債利回りは一時、0.3％前後まで低下した。ドル円レートは日次ベースでは 2020 年 2 月 20 日

の 1 ドル＝112 円台から 2020 年 3 月 10 日には 1 ドル＝101 円前後まで円高が進んだ。（リスクオフによる円高） 
• しかし、直ぐにリバウンドし、2020 年 3 月は月次ベースでは横ばいとなった。 
• 2020 年後半は緩やかな円高ドル安傾向となり、2020 年 12 月末は 1 ドル＝103 円前後となった。 
• 2021 年～2022 年 2 月は米国のインフレ率が一時 5％を超える水準まで上昇したことで、米ドル金利の上昇期待もありドル円レ

ートは 1 ドル＝110 円～116 円で推移し、円安ドル高傾向となった。 
• 2022 年 3 月以降、高インフレによる米ドル金利上昇の影響で円安・ドル高が大きく進行。2022 年 6 月には 2002 年 1 月の 1 ド

ル＝135 円 15 銭を超え、2022 年 10 月には 1998 年 8 月の 1 ドル=147.66 円を突破した。 
• 2022 年 10 月 21 日には 1 ドル＝151.96 円まで円安ドル高が進んだ。同じ日に米国 10 年債利回りが 4.33％と直近の高値水

準を付けた。（米国長期金利のチャートは下段の関連ページを参照してください） 
• その後、米国長期金利低下と 2022 年 12 月の日銀イールドカーブコントロール修正（10 年債の上限 0.25％→0.5％）により、

2023 年 1 月には 1 ドル＝128 円前後まで円高が進んだ 
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